
                                                                      

                                                                        

 

                                                                                      

                                                                                        

 

  

受講生を募集します！募集期限：平成２４年９月２０日迄（必着） 

平成２４年度開講 栃木市民大学講座一覧 
会場：國學院大學栃木学園教育センター いずれも１８：３０～２０：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

 

白鷗大学教授  河合 正男 氏  
専門分野：国際関係論  

活   動：途上国援助問題、東アジア地域  

協力及びノルウエーの平和外交等について雑誌及び 

新聞への寄稿及び後援多数   

ＥＵ諸国の経済危機を初め、世界各国の情勢の変化に 

日本は、どう対応すべきか？受講者からの質疑にも答える形で考えていきたいと思います。 

１０/１９（金） 

第１回 『世界の中の日本』 
―世界情勢が及ぼす日本への影響― 

１１/６（火） 

第２回 『勝道上人と栃木市』 
下野国府の役人の子として誕生し、日光の男体山を開山した後、 

下野の都賀の地に華厳寺を建てた勝道上人の軌跡をたどる。 

 

栃木県考古学会会長  橋本 澄朗 氏 
専門分野：下野古代史    

活  動：発掘調査、國學院大學栃木短期大学講師（文化財学等） 

１１/２６（月） 

第３回 『ボランティアで創るこれからの社会』 
２１世紀は、ボランティアの世紀と呼ばれています。 

人と人との「絆」の重要性が叫ばれながら、「絆」が希薄化しています。 

身近にできるボランティアの話を交えながら、現代社会において、 

ボランティアが求められる理由、ボランティアで創る未来のあり方などについて学びます。 

国際医療福祉大学  大石 剛史 氏 
専門分野：地域福祉・ボランテァ論 

活   動：ＩＵＨＷボランティアセンター長 

       主な著書・『地域福祉論』など 

１２/２０（木） 

第４回 『県庁があった時代の栃木町』  
―自由民権運動と榊原経武を追ってー 

 明治６年栃木県が成立し、県庁が置かれた栃木町。政治・経済や教育の中心で 
あるとともに、近代国家として自由と民権を求めた運動の拠点となりました。 
栃木町で発刊された「栃木新聞」や関連史跡から自由民権運動と 
榊原経武（栃木市の初代市長）を追って、当時を探ります。 
 

元県立高校教師 大原 悦子 氏 
専門分野：郷土歴史 
活   動：歴史教育者協議会会員 

    栃木女性史研究会「あいの会」会員、ザ・とちぎ会員  

 



                                                                                                                                                                 
 １/２２（火） 

第５回 『栃木市の戦国武将の手紙を読む』 
 下剋上の戦国社会の中で、皆川広照をはじめとする 

栃木出身の武将たちは、いかに生きぬいたのか？ 

彼らが書き残した手紙を読み解きながら、その素顔に迫って見ましょう。 

 

國學院大學栃木短期大学教授 鍛代 敏雄 氏 
専門分野：日本中世史 

活   動：小山市文化財審議会委員、國學院大學大学院講師、 

石清水八幡宮研究所員などを兼務 

主な著書・『神国論の系譜』 『戦国期の石清水と本願寺』など 

  ２/４（月） 

第６回 『終章を生きる地域医療の現状』 
 「在宅医療を進めていくと、地域がかわる。この仕事は地域つくりだ。」 

地域づくりを夢に出前医療に力を入れる私と、 

人生の終章をどのように生きるか考えてみましょう。 

 

医療法人アスムス理事長 太田 秀樹 氏 
専門分野：医師、在宅医療 
活   動：２０年前から在宅医療を開始 

      厚生労働省検討会委員等を歴任する傍ら、 

他職種とともに、地道な市民活動も展開中 

 
 ２/１３（水） 

第７回 『これまでの社会、これからの社会』 
 

近代以前の人々はどのように生きてきたのか。そして、私たちの今の時代をどのように考えるか。 

さらにこれからの社会はどのようになってゆくのかを考えてみたいと思います。 

 

 白鷗大学教授  結城 史隆 氏 
 専門分野：文化人類学、比較文化論 
活  動：地域社会と「自然」「文化」「経済」などの関わりを総合的に捉え、 

地域の「文化と活性化」について、 

考えることを現在の研究テーマとしている 

 

会   場 ： 國學院大學栃木学園教育センター 

対 象 者 ： 原則として全回出席できる方 

定    員 ： ８０名（募集定員を大幅に超えた場合は、市内に在住、 

在勤または在学する方を優先します） 

受 講 料 ： 1,000 円  

申込方法 ： ハガキまたはファックスで、「栃木市民大学申込書」と 

記入の上①氏名（フリガナ）  ②住所 

        ③連絡先の電話番号を明記し、 

９月２０日（木）必着でお申込ください。（書式自由） 

ハガキまたはファックスが届きましたら 

③の電話番号に確認のお電話をいたします。 

※各教育支所窓口でも受付できます。 

申 込 先 : 〒328-8686 栃木市入舟町 7-26  
栃木市生涯学習課生涯学習担当 
ファックス 0282-23-7059 

お問合せ : 0282-21-2705・2706 お気軽にお問い合わせください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※駐車場は、ご用意しておりませんので 

公共の交通機関をご利用ください。 

 

 
栃木市民大学「プレ開講」について 
 

市民の皆さんが充実した生涯学習を実践できるよう、 

「郷土」「まちづくり」「市民協働」「現代社会」 

「健康・医療」をテーマに講座を実施します。 

自ら学ぶことで知識を交換し合える“学びの場” 

を目指すものです。 

なお、今回のプレ開講は７回連続講座になります。 

 
← 高崎 

  栃木駅 

← 浅草 

新栃木→ 

小山 → 

國學院大學 
栃木学園教育センター 

駅前交番 


